
銀水荘

身
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る

有
馬
温
泉
の
湯

今
月
は
有
馬
温
泉
の
泉
質
に
つ
い
て
紹
介
を

し
て
み
よ
う
。

古
く
は
「
摂
津
風
土
記
』
に
「
有
馬
郡
又

有
二
塩
之
原
山
一
此
ノ
近
二
在
二
塩
湯
一
此
辺
因
以

為
し
名
」
と
あ
る
よ
う
に
元
来
は
塩
分
の
多
く

含
ま
れ
て
い
る
温
泉
で
あ
る
。

温
泉
の
化
学
的
分
析
が
初
め
て
行
わ
れ
た
の

は
、
明
治
八
年
の
こ
と
で
、
翌
年
四
月
十
日
付

で
江
頭
元
朴
大
阪
司
薬
場
長
心
得
名
の
神
田
孝

平
兵
庫
県
令
あ
て
の
報
告
書
が
出
て
い
る
。

そ
の
中
か
ら
若
干
引
用
し
て
み
よ
う
。

．
、
鞘
点
混
濁
シ
タ
ル
無
色
無
臭
ノ
泉
ニ
シ

テ
其
味
甚
塩
渋
ナ
リ
、
大
気
中
二
有
ツ
テ
速
一
一

炭
酸
ヲ
放
発
シ
テ
其
表
面
二
水
化
ノ
酸
化
鉄
ヲ

浮
べ
、
其
後
褐
赤
色
ノ
架
状
粉
ト
ナ
リ
テ
況
垂

ス
ロ

（
マ
マ
）

一
、
此
泉
ノ
本
重
〈
設
氏
ノ
ー
十
三
度
二
於
テ

ー
。
○
一
一
一
五
ニ
シ
テ
其
返
応
〈
弱
酸
性
ナ

リ
。

ほのぼの心を添えて

ＴＥＬ(078)904-0731
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湯
有馬歳時記

一
、
此
泉
ノ
ー
「
リ
ー
ト
ル
」
中
一
一
含
メ
ル
固

形
物
ハ
左
ノ
成
分
ヨ
リ
成
ル
。

一
、
酸
化
鉄
（
重
酸
亜
酸
鉄
ニ
テ
温
泉
中
二

存
ス
ル
モ
ノ
）
○
・
二
四
六

一
、
亜
酸
化
満
俺
酸
化
（
重
炭
酸
物
ト
ナ
リ

テ
温
泉
中
二
在
モ
ノ
）
○
・
○
五
五

一
、
碁
士
コ
ロ
ー
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
温
泉

中
ニ
ア
リ
シ
モ
ノ
）
○
・
○
二
九
二

一
、
コ
ロ
ー
ル
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
二
・
八
九
六

一
、
硫
酸
石
灰
○
・
○
一
四

一
、
コ
ロ
ー
ル
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
○
・
二
四
一

一
、
コ
ロ
ー
ル
カ
リ
ウ
ム
一
・
二
八
一

一
、
コ
ロ
ー
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
一
四
・
七
一
七

一
、
コ
ロ
ー
ル
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
○
・
○
一
二

一
、
ブ
ロ
ー
ム
ナ
ト
リ
ウ
ム
○
・
一
○
五

一
、
珪
酸
○
・
○
五
八

一
、
コ
ロ
ー
ル
リ
チ
ウ
ム
痕
跡

一
、
機
性
物
類
少
量

（
以
上
）

有
馬
温
泉
は
、
泉
質
を
異
に
す
る
金
泉
、
炭

酸
泉
、
銀
泉
が
湧
き
出
る
と
い
う
珍
し
い
温
泉

で
あ
る
。

金
泉
と
は
含
鉄
強
塩
泉
で
、
見
た
目
は
鉄
錆

び
色
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
噴
き
出
し
た
瞬
間

は
無
色
透
明
だ
が
、
空
気
に
触
れ
る
と
す
ぐ
に

酸
化
し
て
朱
い
湯
と
な
る
。

銀
泉
と
は
ラ
ジ
ウ
ム
泉
の
こ
と
。
こ
の
金
泉

銀
泉
の
湯
の
相
乗
作
用
で
万
病
に
効
く
と
い
わ

れ
て
い
る
。

古
書
を
締
く
と
有
馬
温
泉
の
薬
効
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
る
の
を
散
見
で
き
る
。

「
有
間
温
泉
、
大
本
無
始
の
一
滴
四
大
を
っ
か

か
た
ら

ね
て
、
無
形
に
象
を
あ
ら
は
す
、
性
を
久
か
た

う
け

に
一
画
不
て
気
を
万
物
に
融
通
す
、
此
体
を
養
ふ
に

別館楽山
古家劇 ＴＥＬ(078 ) 9 0 4 - 0 6 2 2

ＴＥＬ(078)903-1.024

木遣りの損醗勘鮒坊
ＴＥＬ(078)904-0551

テニスでいい汗
い喰湯にとっぷり
味に集う

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿一
旅は出会い自然の恵みを

湯けむりに伝える

神戸市北区有馬町3 1 8
TEL(078)904-0366 染楽別館
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会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれまで

鶴ｸ 弐, 膜ﾎ ﾃ ﾙ
粥

ＴＥＬ(078)904-0181TEL(078)904-0701㈹

☆
有
馬
温
泉
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト
ご
案
内

・
マ
ウ
ン
ト
六
甲
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

７
月
Ⅳ
日
（
日
）
午
前
加
時
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
有
馬
温
泉
駅
下
駐
車
場
集
合

八
コ
ー
ス
Ｖ
有
馬
温
泉
ｌ
魚
屋
道
’
六

甲
山
頂
。
宝
捜
し
で
豪
華
な
賞
品
が
貰
え

る
と
い
う
お
楽
し
み
登
山
。

・
ゆ
け
む
り
横
丁

７
月
皿
日
（
木
）
ｌ
祉
日
（
日
）
午
後

７
時
１
９
時
訓
分
。
於
ゆ
け
む
り
広
場
。

夜
店
で
賑
わ
い
ま
す
。

・
第
４
回
有
馬
の
カ
ー
ニ
バ
ル

８
月
３
日
（
水
）
１
５
日
（
金
）
午
後

７
時
１
，
時
。
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
あ
る
カ
ー
ニ
バ
ル
で
す
。
今
年
か
ら
三

日
間
に
な
り
ま
し
た
。

・
納
涼
盆
踊
り
大
会

８
月
哩
日
（
日
）
ｌ
岨
日
（
火
）
於
湯

泉
神
社

口
有
馬
温
泉
観
光
協
会
虜
９
０
４
‐
０
７
０
８

炭酸泉源をもつ炭酸泉公閲

雅ただようくつろぎの館

､学・鍵端鑓
ＴＥＬ(078)904-0781

薬
湯
を
も
て
す
、
云
々
」

こ
れ
は
伊
勢
の
大
淀
三
千
風
が
日
本
全
国
の

行
脚
の
途
中
に
有
馬
温
泉
に
立
ち
寄
っ
た
元
禄

二
年
に
書
い
た
『
有
馬
温
泉
記
』
に
見
え
る
。

ま
た
、
近
江
の
孟
遠
は
宝
永
七
年
に
有
馬
温

泉
へ
湯
治
に
来
た
と
き
に
次
の
記
述
を
「
蓮
の

葉
紀
行
』
に
残
し
て
い
る
。

こ
の

も
て

「
天
斯
民
に
施
こ
す
に
自
然
湧
出
の
霊
湯
を
以

す
、
抑
本
朝
湯
泉
に
名
あ
る
加
賀
の
山
中
、
白

と
う

山
、
相
模
の
熱
海
、
湯
（
塔
）
の
沢
、
但
の
城

崎
、
紀
の
本
宮
、
其
外
国
々
所
々
に
出
っ
、
こ

れ
を
か
ぞ
へ
ぱ
、
伊
予
の
湯
の
ゆ
げ
た
の
数
か

お
よ
び

ぎ
り
な
か
る
く
く
小
指
も
そ
こ
ぬ
く
し
、
中
に

も
摂
の
有
馬
は
其
の
一
つ
に
し
て
、
云
々
」

昨
年
の
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
炭
酸
泉
公
園

に
は
、
そ
の
由
来
を
紹
介
し
た
掲
示
が
あ
る
。

兵
庫
県
衛
生
研
究
所
の
分
析
に
よ
る
主
成
分
の

表
示
も
あ
る
の
で
、
初
分
析
と
対
比
す
る
の
も

面
白
い
。

結婚式場を完備しています

態伝統と構式を誇・
冬斎
I 旬陽闇
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

敷地内から湧きでる
ｎ本最古の温泉叩有馬温泉．,

阪急ホテルチェーン

有馬B - 苫一m L - ホテル
ＴＥＬ<078)904-2295㈹

●
温泉と菰芸と遊技場

有馬へＩＬｘセン写＝
ＴＥＬ(078)904-2291

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

簿敦山
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い
よ
い
よ
本
番
、
始
動
を
始
め
た

１
１
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
胡

年
。
神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
提
言
し
た
卿
年
に

は
時
を
同
じ
く
し
て
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）
が
発
足
、
錨
年
人
工
島
の
完
成
と
と
も
に
、
「
ポ
ー
ト

ピ
ア
Ⅷ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ー
ト
ピ
ア
を
契
機
に
、
神
戸

市
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
」
、
国
際
交
流
会
館
、
国

際
展
示
場
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
、
市
民
広
場
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
と

し
て
の
機
能
も
充
実
し
て
、
今
年
の
３
月
に
は
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
会
」
（
Ｋ
Ｆ
Ｔ
）
が
発
足
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
跡
地

の
う
ち
約
加
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
と
し

て
神
戸
市
が
肥
企
業
を
誘
致
し
て
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
ニ
ッ
ポ

ン
イ
ン
テ
リ
ァ
チ
ェ
ー
ン
が
業
務
を
開
始
、
年
内
に
キ
ム
ラ
タ

ン
、
シ
ャ
ル
レ
、
田
崎
真
珠
の
３
社
の
ピ
ル
が
完
成
を
予
定
、
舵

年
に
は
全
社
が
出
揃
い
ま
す
。
Ｋ
Ｆ
Ｔ
設
立
に
よ
っ
て
、
い
よ
い

よ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
、
日
本
で
も
他
に
類
を
見
な
い
、
新

し
い
街
づ
く
り
が
着
々
と
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
創
世
紀
の
街
づ
く
り
と
も
い
え
る
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ

ン
に
つ
い
て
の
夢
に
あ
ふ
れ
る
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
夢
の
あ
る
方
向
づ
け
を

杉
山
私
は
、
先
日
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
会
」
の
設

立
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
を
し
て
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く

り
へ
の
意
気
込
み
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
あ
の
と
き
に
ス
ラ
イ
ド

で
今
回
ま
で
の
歩
み
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

鬼
塚
神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
加
年

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
神
戸
は
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生

み
だ
す
ア
パ
レ
ル
を
は
じ
め
、
衣
食
住
な
ど
生
活
空
間
の
全
体
に

か
か
わ
る
産
業
を
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
各

界
が
一
丸
と
な
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅲ
」
に
代
表
さ
れ
る
大

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
神
戸
の
名
を
国
内
外
に
し
ら
し
め
る
ほ
ど

の
大
成
功
を
お
さ
め
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
跡
地
利
用
策
に
つ
い

て
は
業
界
の
み
な
ら
ず
、
神
戸
市
民
全
体
の
期
待
に
沿
う
こ
と
の

で
き
る
も
の
と
い
う
重
大
な
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
部

を
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
」
と
し
て
新
し
い
都
市
機
能
、
都
市

空
間
の
創
造
を
め
ざ
し
て
す
で
に
建
設
が
め
ま
ぐ
る
し
く
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
先
立
っ
て
、
３
月
ｎ
日
に
は
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

杉
山
弘
〈
大
阪
通
商
産
業
局
長
〉

鬼
塚
喜
八
郎
郷
燕
蕊
濡
梁
撫
鮮
蕊
づ
く
り
特
別
委
員
会
委
員
長
〉

木
口
衛
緬
蕊
耀
嬬
鋸
謹
鐸
嬬
市
づ
く
り
特
別
委
員
会
副
委
員
長
〉

八
冊
Ｖ

１
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１
６５
１

ン
タ
ウ
ン
協
議
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
進
出
企

業
詑
社
が
連
携
を
強
め
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
活
性
化
と
機

能
強
化
の
た
め
諸
事
業
を
展
開
し
、
神
戸
市
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
こ
う
と
い
う
主
旨
の
も
と
に
設
立
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

木
口
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て
は
、
神
戸
の
将
来

の
〃
目
玉
″
的
存
在
で
す
の
で
、
重
大
な
問
題
と
い
え
ま
す
。
私

た
ち
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
十
分
な
理
解
を
い
た
だ

い
て
夢
の
あ
る
方
向
を
手
さ
ぐ
り
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す

が
。
…
・
・
・

鬼
塚
た
と
え
ば
、
全
国
を
見
渡
し
て
も
、
今
に
し
て
み
れ
ば
一

方
的
な
業
界
オ
ン
リ
ー
の
先
走
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
〃
卸
売
団
地
″
的
な
街
づ
く
り
に
は
、
あ
ま
り
感
心
で
き
ま
せ

ん
ね
。

木
口
そ
の
点
、
私
も
常
々
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
何
だ
か
、
流

通
機
構
一
辺
倒
で
、
味
気
な
い
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
は
名

ば
か
り
で
、
む
し
ろ
〃
殺
風
景
〃
で
す
。

鬼
塚
そ
の
〃
殺
風
景
〃
、
こ
れ
が
曲
者
で
す
。
私
た
ち
は
絶
え

ず
そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
唱
し

て
い
て
も
、
で
き
あ
が
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
が
思
い
も
よ
ら
な
い

落
し
穴
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
ん
な
例

を
た
く
さ
ん
見
て
き
て
い
ま
す
。

木
口
そ
う
い
う
先
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議
会
」
で
す
。

鬼
塚
だ
か
ら
、
今
こ
そ
各
社
が
ま
だ
ま
だ
〃
夢
″
の
レ
ベ
ル
で

杉
山
弘

；

ヨ

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
づ
く
り
に
つ
い
て
存
分
に
語
り
合
う
必

要
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
口
〃
夢
″
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
づ
く
り
の
方
向

性
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
民
サ
イ
ド
の
意
見
参
加
と
さ
き

ほ
ど
の
〃
落
し
穴
″
を
避
け
る
唯
一
の
策
と
も
言
え
ま
す
ね
。

鬼
塚
ま
さ
に
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
他
都
市
と
異
な
っ
て
、

永
年
培
わ
れ
て
き
た
神
戸
人
の
精
神
、
土
壌
は
、
何
か
私
た
ち
に

勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
も
あ
り
ま
す
。

木
口
神
戸
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
、
日
本
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
最
高
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果

た
し
う
る
一
大
要
素
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。

鬼
塚
神
戸
発
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
、
す
で
に
ア
パ
レ
ル
産

業
を
は
じ
め
、
家
具
や
洋
菓
子
、
真
珠
、
コ
ー
ヒ
ー
、
音
響
機
器

な
ど
、
生
活
空
間
す
べ
て
に
お
い
て
、
世
界
に
認
め
ら
れ
て
き
た

わ
け
で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
以
降
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
は
、
非
常
に
有

利
で
あ
り
、
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

杉
山
神
戸
の
も
つ
特
異
性
は
、
大
阪
や
京
都
に
は
な
い
も
の
に

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
特
性
を
ど
う
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
逆
に
、
好
条
件
ゆ
え
に
最
高
の
機
能
発
揮
へ
の
気
配
り

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
い
か
が
で
す
か
。

鬼
塚
非
常
に
重
要
な
問
題
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
協
議

会
は
、
そ
の
た
め
の
調
査
や
協
議
を
重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
構
想
の
基
本
は
、
神
戸
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

鬼
塚
喜
八
郎
木
口
衛

③

ｆ
●
●
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の
世
界
的
な
メ
ッ
カ
に
し
よ
う
、
と
い
う
夢
の
あ
る
街
づ
く
り
な

の
で
す
か
ら
、
夢
に
あ
ふ
れ
た
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う

の
で
す
。

木
口
そ
の
意
味
で
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
全
体
と
し
て
各
社

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
持
っ
て
、
趣
向
を
こ
ら
し
つ
つ
も
全
体
的
に

は
統
一
性
を
保
て
る
出
来
映
え
を
意
識
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。

鬼
塚
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
を
パ
ノ
ラ
マ
的
に
見
る
と
、

衆
知
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、
他
都
市
に
類
を
見
な
い
ユ
ニ
ー

ク
性
、
神
戸
の
強
味
と
い
え
る
、
衣
食
住
を
含
め
た
ニ
ュ
ー
ラ
ィ

フ
ス
タ
イ
ル
の
す
べ
て
の
諸
条
件
を
兼
ね
も
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
、
イ
コ
ー
ル
、
ア
パ
レ
ル
、
の
発
想
を
、
神
戸
は
す
で

に
離
脱
し
て
、
生
活
文
化
全
般
に
根
付
い
た
も
の
を
身
に
つ
け
て

い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
と
い
っ
て
も
、
単
に
人
工
島
の

中
の
一
部
の
街
づ
く
り
で
な
く
、
神
戸
精
神
の
集
約
に
よ
る
、
新

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
、
そ
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
〃
発
信
地
″

と
し
て
の
神
戸
で
あ
り
た
い
と
い
う
構
想
な
の
で
す
。

杉
山
ほ
ほ
う
、
す
る
と
、
神
戸
発
の
ラ
ィ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
日

本
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
世
界
各
国
に
〃
受
信
″
さ
れ
る
と

い
う
わ
け
で
す
ね
。

鬼
塚
そ
う
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
夢
と
し
て
は
大
変
に

大
き
な
も
の
で
す
が
、
神
戸
を
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
メ
ッ
カ

に
、
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
具
体
的
な
意
味
も
含
め
て
お
り
ま
す
。

木
口
神
戸
な
ら
〃
夢
″
で
終
る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
と
、
代
表
各

社
詔
企
業
が
集
結
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

鬼
塚
第
一
目
的
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
は
、
グ
ラ
ン

ド
レ
ベ
ル
の
積
極
的
な
開
放
、
す
な
わ
ち
、
業
界
、
利
用
者
ｌ
市

民
サ
イ
ド
へ
の
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
利
用
価
値
観
を
共
有
す
る

こ
と
の
実
現
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
づ
く
り

人
材
養
成
機
関
の
誘
致
、
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
ピ
ル
の
導
入
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
パ
リ
の
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
五

番
街
、
ミ
ラ
ノ
の
モ
ン
テ
ナ
ポ
リ
オ
ー
ネ
な
ど
、
世
界
の
第
一
級

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
思

う
の
で
す
。

木
口
神
戸
の
市
民
の
み
な
ら
ず
、
神
戸
以
外
の
方
が
訪
れ
て
も

個
性
に
富
み
、
も
う
一
度
来
て
み
た
い
、
そ
こ
で
何
か
自
分
に
啓

蒙
す
る
も
の
を
発
見
し
た
い
と
い
う
動
機
が
、
ひ
そ
ん
で
い
る
こ

と
を
想
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
、
そ
ん
な
気
配
に
溢
れ
た
街
づ
く
り

が
欲
し
い
も
の
で
す
。

鬼
塚
さ
き
ほ
ど
挙
げ
ま
し
た
各
都
市
、
た
と
え
ば
、
パ
リ
の
シ

ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
な
ど
に
は
、
道
行
く
人
々
の
生
活
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
切
な
要
素
、
国
民
性
の
一
端
を
担
う
と
い
え
る

よ
う
な
一
般
の
市
民
の
た
め
の
場
、
い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
わ
け
で
す
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
の
問
を
ぬ
う
よ
う
に
し
て
、
一
般
市
民
に
楽

し
く
使
っ
て
も
ら
え
る
場
が
公
共
的
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
他
の
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
わ
け
で
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
進
出
の
各
社
が
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス

の
み
で
行
な
う
の
で
な
く
、
さ
き
ほ
ど
挙
げ
ま
し
た
コ
モ
ン
ス
ペ

ー
ス
を
共
同
で
持
ち
な
が
ら
パ
リ
に
お
と
ら
な
い
モ
ダ
ン
タ
ゥ
ン

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
を
つ
く
る
大
切
な
要
素
と
し
て

昼
間
の
み
の
街
の
発
想
を
排
し
て
、
鯉
時
間
フ
ル
タ
イ
ム
で
稼
動

し
て
い
る
街
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
の
で
す
。
た
だ
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
街
並
み
が
近
代
美
と
し
て
存
在
す
る
の
で
な
く
、
昼

と
夜
と
の
両
面
を
十
分
に
生
か
し
て
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
タ
ウ
ン
と

し
て
の
、
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
を
強
く
演
出
し
て
い
き
た
い
。
な
ぜ
な

ら
、
人
間
の
生
活
を
捉
え
直
す
と
き
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
す
が

未
来
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
昼
間
は
さ
か
ん
に
活
動
し
て
い

て
も
、
夜
間
は
人
間
の
姿
も
な
く
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
管

理
に
よ
る
街
は
、
単
な
る
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
夜

に
は
夜
の
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
生
活
が
息
づ
い
て
い
る
、
型
時
間
活

動
を
続
け
る
形
態
こ
そ
、
人
工
島
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

木
口
そ
う
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
衣
食
住
に
か
か
わ
る
ニ

ュ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
全
ぼ
う
を
網
羅
す
る
も
の
で
あ
る
限
り

仕
事
の
オ
フ
タ
イ
ム
を
無
視
し
た
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

杉
山
仕
事
の
オ
フ
タ
イ
ム
と
い
う
の
は
、
明
日
へ
の
仕
事
の
充

１
６６
１
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電
の
時
間
で
す
か
ら
、
こ
の
充
電
時
間
に
こ
そ
素
晴
ら
し
い
発
想

が
生
ま
れ
る
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

鬼
塚
そ
れ
に
情
報
機
関
が
手
軽
に
住
み
つ
け
る
雰
囲
気
づ
く
り

と
街
づ
く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
に
も
そ
の

演
出
を
す
る
プ
ロ
が
必
要
な
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
カ
メ
ラ
マ

ン
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
若
い
層
が
、
イ

ー
ジ
ー
に
集
ま
る
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
三
井
不
動
産
と
三
菱
地
所
の
つ
く
る
１
，
２
Ｆ
の
オ
フ
ィ
ス
集

合
住
宅
の
よ
う
な
も
の
を
も
っ
と
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
育
ん
で
い
く
若
い
智
恵
と
パ
ワ
ー
を
集

め
育
成
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
や
資

料
館
な
ど
の
人
材
育
成
機
関
が
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

6７

陣
な
ど
の
織
物
、
神
戸
の
ア
パ
レ
ル
産
業
な
ど
の
す
で
に
世
界
的

な
レ
ベ
ル
で
認
め
ら
れ
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
レ
関
連
事
業
の
ト
ー

タ
ル
化
が
最
優
先
と
も
い
え
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
３
都
市
の

商
工
会
議
所
が
中
心
に
な
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
懇
談
会
を
各
所

で
行
な
っ
て
き
た
結
果
、
具
体
的
に
は
こ
の
度
の
「
京
阪
神
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
」
と
し
て
実
を
結
ん
だ
わ
け
で
す
。

鬼
塚
神
戸
は
、
ト
ア
ロ
ー
ド
が
震
源
地
と
な
っ
て
、
戦
後
急
速

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
京
都
の
西
陣
織
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の

伝
統
的
芸
術
や
大
阪
の
ス
ト
ッ
プ
中
心
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
と

は
多
少
趣
き
が
異
な
り
ま
す
。
神
戸
は
、
真
珠
の
集
散
地
で
あ
り

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
が
今
は
よ
り
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
へ
と
方
向

を
先
取
り
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ュ
ー
ズ
の
メ
ッ
カ
に
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
伴
っ
て
、
単
に
靴
の
み
な
ら
ず
、
ア
パ
レ
ル

と
の
合
理
化
が
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
の
普
及
と
技
術
向
上
へ
と
結
び

つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
港
都
に
ふ
さ
わ
し
く
船
の
室
内
装
飾

の
技
術
が
、
家
具
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
へ
、
モ
ロ

ゾ
フ
や
ユ
ー
ハ
イ
ム
な
ど
の
神
戸
に
住
み
つ
い
た
外
国
人
に
よ
っ

て
、
洋
菓
子
が
、
さ
ら
に
神
戸
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
イ
ン
な
ど
、
生
活

に
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
神
戸
は
大
き
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
集
結
し

た
都
市
と
い
え
ま
す
。

木
口
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
必
要
な
も
の
は
、
神
戸
に
は

す
で
に
地
場
産
業
と
し
て
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

杉
山
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
３
都
市
の
連
携
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都

市
の
も
つ
個
性
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
、
実
り
あ
る
も
の
と
期

待
で
き
そ
う
で
す
ね
。

鬼
塚
今
秋
、
加
月
に
は
、
大
阪
城
築
城
４
０
０
年
祭
が
盛
大
に

催
さ
れ
ま
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
月
間
に
あ
た
る
加
月
ｌ
ｎ
月
の

２
カ
月
間
は
相
乗
的
な
効
果
も
考
え
ら
れ
、
ま
さ
し
く
機
は
熟
し

た
と
言
え
ま
す
。

杉
山
現
在
、
「
京
阪
神
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
」
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
振
興
会
議
や

地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
企
画
進
行
中
で
す
が
、
い
ず
れ
も
活

発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

京
阪
神
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
の
成
功
が
大
き
な
布
石
に

杉
山
今
秋
に
向
け
て
京
都
、
大
阪
、
神
戸
の
近
畿
３
大
都
市
合

同
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
振
興
を
め
ざ
す
「
京
阪
神
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
マ
ン
ス
」
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
京
阪
神
の
各

地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
ふ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
一
丸

と
な
っ
て
行
な
お
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
春
に
、
京
阪
神
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
共
同
Ｐ
Ｒ
事
業
と

し
て
足
な
み
を
揃
え
た
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
愛
称
も

「
ト
リ
フ
ィ
ー
籾
」
と
決
ま
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
頭
文
字
Ｆ
と

３
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
発
表
、
テ
ー

マ
は
「
３
都
市
が
放
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し
て

盛
大
に
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
」
実
現
ま
で
に
３
都
市
の
商
工

会
議
所
で
も
過
去
７
，
８
年
に
さ
か
の
ぼ
る
模
索
の
期
間
が
あ
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
、

話
し
合
っ
て
き
た
懸
案
で
も
あ
り
ま
し
た
。
４
年
前
に
は
大
阪
通

産
局
が
、
学
者
や
経
営
者
な
ど
各
界
の
識
者
１
４
０
０
人
ほ
ど
の

意
見
と
調
査
に
よ
る
「
近
畿
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
地

方
の
時
代
が
提
唱
さ
れ
る
社
会
状
況
の
中
で
、
地
域
ご
と
に
密
着

し
た
将
来
展
望
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
近
畿
の
復
権
の
一
つ

は
、
大
阪
の
素
材
（
ス
ト
ッ
プ
）
、
京
都
に
お
け
る
伝
統
的
な
西
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１
６８
１

ス
ポ
ー
ツ
都
市
づ
く
り
を
神
戸
の
構
想
に

鬼
塚
幸
い
ワ
ー
ル
ド
の
体
育
施
設
が
近
く
建
設
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
向
き
の
施
設
で
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
ベ
ス
ト

の
条
件
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

先
日
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
市
長
と
話
を
す
る
機

会
が
あ
り
、
市
長
ご
自
身
も
施
設
充
実
を
構
想
中
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
現
在
の
３
つ
の
施
設
に
加
え
て
、
国
際
展
示
場
レ
ベ
ル
の

建
物
が
さ
ら
に
２
つ
３
つ
備
わ
れ
ば
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
可
能

だ
と
い
う
話
に
及
び
ま
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
は
、
現
在
展
示
場

の
隣
り
に
あ
る
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー
は
、
い
つ
で
も
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
ら
し
い
ん
で
す
。
こ
こ
に
、
第
２
、
第
３
の
国
際
展

示
場
を
作
る
た
め
の
ス
タ
ン
バ
イ
は
す
で
に
で
き
て
い
る
わ
け
で

す
。杉

山
そ
れ
は
興
味
深
い
話
で
す
ね
。

鬼
塚
そ
う
な
れ
ば
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
、
全
国
的
な
規
模
の

イ
ベ
ン
ト
も
見
通
し
が
立
ち
や
す
い
わ
け
で
、
あ
と
は
条
件
整
備

の
み
で
す
。
ワ
ー
ル
ド
の
体
育
館
も
で
き
る
こ
と
だ
し
、
神
戸
市

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く

り
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
づ
く
り
を
行
な
っ

た
ら
ど
う
か
と
思
う
わ
け
で
す
。

木
口
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
意
義
の
深
い
も
の
に
な
り
そ
う
で
す

ね
。鬼

塚
昭
和
陀
年
の
完
成
を
め
ざ
し
て
現
在
進
行
中
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
が
あ
り
、
そ
の
間
、
加
年
に
開
催
さ
れ
る
「
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
」
と
い
う
若
人
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
大

祭
典
が
予
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
頃
合
い
と
し
て
も
〃
ス

ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
〃
は
非
常
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

木
口
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
開
催
後
の
施
設
利
用
策
と
し
て
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
総
合
的
運
用
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

鬼
塚
〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
″
及
び
〃
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
″

さ
ら
に
〃
ス
ポ
ー
ツ
都
市
″
を
私
は
提
案
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

タ
ウ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
活
性
化
を
計
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
柱
を
基
軸
に
今
後
の
神
戸
を
考

え
て
い
く
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

杉
山
私
は
常
々
関
西
の
経
済
の
振
興
の
た
め
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
振
興
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
は
関
西
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献
す
る
と
思
う
。
た
と

え
て
言
え
ば
、
池
に
投
じ
ら
れ
た
石
の
波
紋
が
徐
々
に
広
が
っ
て

行
く
よ
う
に
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
関
西
全
体
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

口
京
阪
神
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
『
ト
リ
フ
ィ
胴
』

期
間
／
詑
年
Ⅲ
月
１
日
１
，
月
犯
日

鬼
塚
各
都
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、
す
で
に
、
神
戸
で
は
ｎ

月
３
日
、
４
日
に
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
見
本
市
、
妬
日
に
は
コ
ウ

ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
国
際
会
館
で
開
催
を
決
定
し
て
お

り
、
京
都
で
は
ｎ
月
２
日
、
３
日
に
、
き
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
加
日
１
加
日
に
は
、
下
着
の
ア
ン
ダ
ー
カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
が
決
定
、
大
阪
で
は
皿
日
、
ｎ
日
に
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
ス
ト
ッ
プ
機

器
展
、
晦
日
焔
日
の
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
大

規
模
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
構
想
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

杉
山
３
都
市
の
個
性
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
は
、
近
畿

の
復
権
に
と
っ
て
試
金
石
で
あ
り
、
活
性
の
起
爆
剤
と
な
り
そ
う

で
す
ね
。

木
口
頼
も
し
い
こ
と
で
す
。

鬼
塚
近
畿
の
活
性
化
の
た
め
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
」
で

も
あ
り
ま
す
が
、
さ
き
ほ
ど
申
し
ま
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

構
想
に
関
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
は
大
き
な
布
石
と
な
り
ま
す
。
考

え
て
み
れ
ば
、
神
戸
市
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
と
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
国
際
展
示
場
、
国
際
会
議
場
な
ど
を
軸
に
据
え
た

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ン

ペ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
基
地
づ
く
り
は
一
応
で
き
あ
が
っ
た
も
の
の

ま
だ
ま
だ
国
際
レ
ベ
ル
の
大
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
は
＋
全
と
言
え

ま
せ
ん
。

こ
の
地
区
に
隣
接
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
完
成
す
る
わ

け
で
す
が
、
展
示
場
周
辺
に
も
っ
と
大
規
模
な
多
目
的
ホ
ー
ル
の

建
設
が
火
急
の
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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神戸市中央区成塚通６－３－１０
ＴＥＬ〈0 7 8 ）2 3 1 - 3 3 2 1

オールスタイル㈱
取締役社長川上勉
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．
明
日
の
神
戸
を
創
る
企
業
群
像

関
西
貿
易

生
鮮
食
料
品
の
分
野
で
国
際
的
に
活
躍
す
る

ｌ
関
西
貿
易
の
会
社
と
し
て
の
創
立
は
い
つ
で
す
か
．

竹
田
昭
和
二
十
四
年
二
月
の
創
立
で
、
私
が
二
代
目
で
す
。
初

代
は
大
正
の
初
め
か
ら
農
産
物
の
貿
易
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
当

時
、
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た
満
洲
、
韓
国
、
台
湾
へ
、
日
本
内
地

の
農
産
物
を
移
出
し
て
た
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
創
業
は
大
正
の

初
め
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戦
争
中
、
食
糧
品
は
統
制
さ
れ

た
の
で
す
が
、
昭
和
二
十
四
年
は
そ
の
統
制
が
解
除
さ
れ
た
翌
年

で
す
ね
。
創
業
か
ら
農
産
物
を
扱
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
年
の
二

月
に
今
の
社
名
で
中
央
市
場
の
中
に
発
足
し
た
わ
け
で
す
。

ｌ
ど
う
い
う
商
品
を
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
．

竹
田
当
時
は
玉
ネ
ギ
、
馬
鈴
薯
、
疏
菜
類
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
な

ど
野
菜
果
物
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
を
手
が
け
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
は
二
十
四
年
に
京
都
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
丸
三
年
、

三
井
銀
行
に
勤
め
、
二
十
七
年
一
月
に
入
社
し
た
ん
で
す
。

一
一
十
七
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
の
八
年
間
は
日
本
の
農
産
物
の

全
盛
時
代
で
し
た
。
と
言
う
の
は
戦
後
の
日
本
経
済
を
建
て
直
す

に
つ
い
て
政
府
が
輸
出
振
興
策
を
と
っ
た
。
そ
の
と
き
農
産
物
は

加
工
す
る
必
要
も
な
く
百
パ
ー
セ
ン
ト
外
貨
が
獲
得
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
国
策
に
合
っ
た
わ
け
で
す
。
当
時
は
毎
年
、
輸
出
貢
献

企
業
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
主
な
輪
出
先
は
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
す
ね
。

ｌ
ま
ず
輸
出
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
神
戸
と
い
う
土
地

の
も
つ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
し
た
か
。

竹
田
神
戸
は
も
の
す
ご
く
立
地
条
件
が
よ
か
っ
た
。
東
南
ア
ジ

ア
へ
行
く
船
の
国
内
で
の
ラ
ス
ト
ポ
ー
ト
が
神
戸
だ
っ
た
ん
で

す
。
当
時
は
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
も
な
く
、
在
来
船
で
す
か
ら
船
足
も

遅
く
冷
蔵
設
備
も
十
分
で
は
な
い
。
だ
か
ら
神
戸
で
積
ま
な
い
と

品
質
が
落
ち
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
神
戸
は
立
地
条
件
が

よ
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
わ
が
社
は
こ
こ
で
頑
張
っ
た
（
笑
）
。

当
時
で
十
億
円
ぐ
ら
い
輸
出
し
ま
し
た
。
今
だ
っ
た
ら
百
億
以
上

で
し
ょ
う
ね
。
農
産
物
に
関
し
て
は
神
戸
は
独
壇
上
だ
っ
た
。

ｌ
輸
出
は
ず
っ
と
好
調
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

竹
田
と
こ
ろ
が
三
十
五
年
頃
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
雲
行
き
が
変
っ

て
来
た
。
と
言
う
の
は
、
日
本
の
農
産
物
が
も
の
す
ご
く
値
上
が

り
を
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
市
場
で
は
競
争
で
き
な
く
な
っ
て
来
た

の
が
一
つ
の
理
由
。
も
う
一
つ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
は
農
産
物

の
振
興
、
自
給
自
足
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
来
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
が
あ
る
程
度
実
っ
て
来
た
わ
け
で
す
。
い
わ
ば
ダ
ブ
ル

パ
ン
チ
で
日
本
の
農
産
物
が
出
な
く
な
っ
た
。
わ
が
社
も
そ
の
間

一
一
、
三
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
切
り
抜
け
て
今

度
は
輸
入
に
活
路
を
見
出
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
三
十
七
、
八

竹田剛男関西貿易㈱社長

１
７０
１
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卜
（
Ｆ
Ｍ
Ｉ
）
と
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

ｌ
海
外
と
の
交
流
も
活
発
の
よ
う
で
す
ね
．

竹
田
ま
た
、
米
国
法
人
「
カ
ン
サ
イ
ポ
ー
エ
キ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
」
は
ア
メ
リ
カ
で
農
園
の
経
営
も
や
っ
て
い
ま
す
。
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の
北
東
に
あ
る
約
千
六
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果
樹
園
で
す

さ
ら
に
米
国
法
人
「
Ａ
Ｉ
パ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

を
設
立
し
、
米
国
産
農
水
産
物
を
一
週
間
以
内
に
日
本
国
内
に
宅

配
す
る
と
い
う
こ
と
も
や
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

竹
田
こ
れ
か
ら
は
出
来
る
だ
け
海
外
戦
略
を
考
え
て
や
っ
て
行

き
た
い
で
す
ね
。
本
当
の
国
際
人
は
相
手
国
側
の
気
持
ち
、
大
き

な
意
味
で
異
文
化
を
理
解
で
き
る
人
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
貿

易
に
は
そ
う
い
う
人
、
そ
う
い
う
感
覚
が
何
よ
り
も
必
要
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

口
関
西
貿
易
株
式
会
社

神
戸
市
兵
庫
区
出
在
家
町
二
丁
目
六
－
一
九
電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
－
六
○
二
一

年
頃
の
こ
と
で
す
。
玉
ネ
ギ
、
オ
レ
ン
ジ
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

な
ど
か
ら
ボ
ッ
ボ
ッ
始
め
、
だ
ん
だ
ん
と
ア
イ
テ
ム
が
増
え
て
、

今
日
に
到
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
一
年
間
に
二
千
五
百
万
ト
ン
の
食
料
品
が
輸
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
総
人
口
一
億
一
千
万
人
の
四
・
八
カ

月
分
の
食
料
に
当
た
り
ま
す
か
ら
も
の
す
ご
い
量
で
す
。

ｌ
そ
れ
は
す
ご
い
量
で
す
れ
．
食
生
活
の
変
化
と
と
も
に
食
品

の
輸
入
地
図
も
変
っ
て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

竹
田
今
や
輸
入
の
〃
戦
国
時
代
″
で
す
ね
。
こ
こ
一
一
、
三
年
の

外
食
産
業
の
発
展
と
と
も
に
輸
入
食
料
品
は
戦
国
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
間
に
面
白
い
言
葉
が
あ
る
ん
で
す
。
「
オ

、

母
サ
ン
休
メ
」
「
母
キ
ト
ク
」
（
笑
）
。
つ
ま
り
、
オ
ム
レ
ツ
、
ヵ

、
、

、

レ
ー
ラ
イ
ス
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
覇
ヤ
キ
メ
シ
、

、

、

、

ス
・
ハ
ゲ
テ
ィ
、
メ
ダ
マ
ャ
キ
。
そ
し
て
、
ハ
ン
幕
ハ
ー
グ
、
ハ
ム
ェ

、

ツ
グ
、
ギ
ョ
ー
ザ
、
ト
ー
ス
ト
、
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
。
今
の
食

生
活
は
こ
れ
で
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に

し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
外
食
産
業
で
す
。
だ
か
ら

今
の
輸
入
も
こ
れ
に
則
し
て
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。

ｌ
関
西
貿
易
の
事
業
と
し
て
は
農
産
物
の
輸
入
以
外
に
ど
う
ぃ冷蔵倉庫での作業は活気にあふれている

う
こ
と
を
や
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

竹
田
輸
入
以
外
で
は
、
冷
蔵
倉
庫
部
門
を
も
っ
て
い
ま
す
。
全

部
で
一
万
八
千
ト
ン
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
保
税
倉
庫
。
そ
れ
か

ら
動
植
物
の
検
疫
の
指
定
倉
庫
。
そ
れ
か
ら
日
本
畜
産
事
業
団
の

指
定
倉
庫
で
す
。
だ
か
ら
輸
入
牛
肉
も
入
り
ま
す
。
そ
し
て
運
輸

省
指
定
の
倉
荷
証
券
の
発
券
倉
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
製
氷
も
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
で
は
神
戸
市
の
シ

ェ
ア
は
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
昨
年
か

ら
ミ
ネ
ラ
ル
ロ
ッ
ク
と
い
う
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
氷
に
し
た

も
の
を
開
発
し
、
爆
発
的
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
の

水
は
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

と
こ
ろ
も
の
す
ご
く
売
れ
て
い
ま
す
ね
。

今
開
発
中
の
も
の
に
オ
ゾ
ン
ア
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。
オ
ゾ
ン
を

い
か
に
し
て
氷
に
混
ぜ
る
か
を
研
究
中
で
す
が
、
オ
ゾ
ン
は
バ
ク

テ
リ
ア
の
発
生
を
防
ぎ
鮮
度
を
保
つ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
オ
ゾ
ン

ア
イ
ス
を
一
番
喜
ぶ
の
は
ア
メ
リ
カ
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
の
中
央

部
で
は
新
鮮
な
生
の
状
態
で
内
陸
に
運
ぶ
こ
と
が
難
し
く
正
直
な

と
こ
ろ
い
い
魚
が
な
い
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
政
府
系
食
品
関
連

研
究
所
の
フ
ォ
ン
ド
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
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閉

」

１
７２
１

ｌ
キ
ム
ラ
タ
ン
は
「
お
と
ぎ
の
国
」
葱
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
を
も
つ

ベ
ビ
ー
服
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、
ま
ず
簡
単
な
企
業
紹
介
を
。

木
村
創
業
は
大
正
十
四
年
で
す
か
ら
、
来
年
で
満
六
十
年
に
な

り
ま
す
。
和
装
全
盛
時
代
の
戦
前
か
ら
ベ
ピ
ー
ウ
ェ
ア
を
や
っ
て

い
ま
す
。
戦
後
は
洋
装
化
が
進
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
間
、
神
戸

を
営
業
の
拠
点
と
し
て
、
東
京
、
横
浜
に
工
場
を
造
り
、
今
日
ま

で
に
販
売
の
拠
点
と
し
て
札
幌
、
仙
台
、
東
京
に
三
店
、
名
古
屋

に
二
店
、
神
戸
、
広
島
、
福
岡
と
支
店
網
も
整
備
で
き
ま
し
た
。

私
ど
も
に
と
っ
て
一
番
大
き
な
投
資
が
、
六
月
に
竣
工
す
る
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
本
社
営
業
部
ピ
ル

で
す
。

ｌ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
へ
の
進
出
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
と

こ
ろ
に
そ
の
狙
い
が
あ
る
の
で
す
か
。

木
村
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
は
営
業
ば
か
り
の
販
売
部
門
を
集

結
し
て
、
よ
り
体
質
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
あ
り
ま 木村豊㈱キムラタン社長

す
。
そ
れ
か
ら
私
ど
も
の
お
得
意
さ
ま
に
は
専
門
店
の
方
が
多
い

の
で
す
が
、
実
際
の
取
り
引
き
は
展
示
会
を
通
じ
て
や
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
本
社
の
四
層
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
広

い
場
所
が
欲
し
い
と
い
う
必
要
性
を
満
た
す
も
の
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
神
戸
に
五
つ
の
ビ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販

売
課
に
所
属
す
る
商
品
の
受
け
入
れ
、
発
送
と
い
う
物
流
を
や
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
ピ
ル
の
フ
ロ
ア
が
狭
く
能
率
が
悪
い
。
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
に
管
理
者
が
必
要
な
の
で
人
員
効
率
も
悪
い
。
今
後
の

競
争
力
強
化
と
合
理
化
の
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
一
カ
所
に
集
結

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
ピ
ル
で
は
三
、
四
、
五
階
の
三
層
を
物
流
の
ス
ペ
ー
ス

に
当
て
て
い
ま
す
。

ｌ
物
流
面
で
の
統
合
と
い
う
こ
と
で
す
ね
．

木
村
た
だ
こ
れ
ま
で
神
戸
で
や
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て

い
て
は
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
の
で
、
東
京
で
ス
ペ
ー
ス

を
借
り
て
い
る
う
ち
の
一
部
門
も
こ
ち
ら
へ
移
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
計
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
物
流
の
合
理
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
何
年

か
で
つ
く
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
度
は
逆
に
物
流
機
能
を
こ

ち
ら
に
返
し
て
、
本
社
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
持
っ
て
行
く
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

ｌ
こ
れ
童
で
は
ベ
ビ
ー
服
メ
ー
カ
‐
で
や
っ
て
来
ら
れ
た
の
で

す
が
今
後
の
戦
略
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

木
村
現
在
の
と
こ
ろ
子
供
服
の
ウ
エ
ー
ト
は
九
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ

ら
い
で
す
ね
。
ベ
ビ
ー
服
の
シ
ェ
ア
は
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
圧

倒
的
に
高
い
で
す
が
こ
れ
か
ら
は
子
供
服
に
注
目
し
て
行
か
な
け

キ
ム
ラ
タ
ン

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
新
社
屋
が
完
成
し
た

●
明
日
の
神
戸
を
創
る
企
業
群
像
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い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

ｌ
最
後
に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

木
村
最
近
聞
い
た
話
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ラ
ム
街
で

生
ま
れ
育
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
小
学
生
に
な
っ
て
絵
を
描
く
と
暗
い

色
彩
し
か
出
て
来
な
い
。
ま
た
こ
れ
は
前
の
話
で
す
が
、
日
本
か

ら
ア
ラ
ブ
へ
出
張
し
た
人
の
子
弟
が
現
地
の
学
校
へ
行
っ
た
の
で

す
が
、
絵
の
時
間
に
山
を
緑
に
塗
っ
た
ら
向
こ
う
の
子
供
に
笑
わ

れ
る
そ
う
で
す
。
赤
茶
け
た
山
で
す
か
ら
ね
。
こ
の
話
を
聞
い
て

小
さ
な
頃
か
ら
の
生
活
環
境
の
影
響
は
大
き
な
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
つ
く
っ
て
い
る
商
品
は
○
歳
か
ら
使
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
よ
っ
ぽ
ど
考
え
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
す
ね
。
商
品
の
企
画
に
も
社
会
性
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
い
た

ず
ら
に
流
行
を
追
う
の
が
い
い
の
か
ど
う
か
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
ね
。
永
遠
に
わ
れ
わ
れ
は
今
の
仕
事
を
続
け
た
い

と
思
う
し
、
永
遠
に
支
持
さ
れ
期
待
さ
れ
る
会
社
で
な
か
っ
た
ら

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

口
株
式
会
社
キ
ム
ラ
タ
ン

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
二
丁
目
十
’
十
二
電
話
（
○
七
八
）
二
四
一
’
四
三
五
一

れ
ぱ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
言
い
ま
す
の
は
、
昭
和
四

十
八
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
出
生
数
が
年
々
落
ち
て
来
て
い
る
。
将

来
は
一
一
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
で
す
ね
。
私

ど
も
の
好
き
な
言
葉
で
〃
エ
バ
ー
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
〃
、
い
つ
も
前

進
成
長
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
若
者
は
や
が
て
私
ど
も
の
本
業

と
関
係
の
あ
る
父
親
母
親
に
な
る
。
○
歳
か
ら
一
一
十
歳
ぐ
ら
い
ま

で
は
お
つ
き
合
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
服
専
業

か
ら
子
供
と
ヤ
ン
グ
ま
で
を
考
え
て
、
服
飾
に
限
ら
ず
生
活
文
化

の
分
野
で
の
模
索
と
営
業
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
つ
ま
，
衣
料
以
外
に
手
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
．

木
村
本
業
と
し
て
い
ま
す
衣
料
品
以
外
の
分
野
へ
の
進
出
も
少

し
や
り
か
け
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
の
も
出
て
来
ま
し
た
。
赤
ち

ゃ
ん
の
知
能
の
発
育
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う

い
う
お
手
伝
い
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
衣
服
や
寝
具
な
ど
を
通
じ

て
情
操
と
い
う
か
感
覚
面
で
の
研
究
開
発
に
幅
を
広
げ
、
お
客
さ

ま
の
支
持
を
得
て
行
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ベ
ビ
ー
の
分
野
も
ま

だ
ま
だ
成
長
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ｌ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う

お
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

６月に完成するファッションタウンの新社屋

木
村
明
る
く
て
健
康
的
な
神
戸
と
い
う
意
識
を
従
来
以
上
に
強

く
持
っ
て
、
安
ら
ぎ
と
憩
い
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
新
し
い
息
吹
き

の
あ
る
町
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
町
に
す
る
こ
と
が
、
そ
こ
に

進
出
す
る
企
業
の
大
事
な
使
命
で
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
明
日
へ
の
成
長
も
可
能
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
が
大
成
功
を
お
さ
め
た
お
か
げ
で
、
日
本
中
の

方
に
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
進

出
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
十
年
前

に
進
出
の
意
思
決
定
を
し
て
今
完
成
し
た
の
で
す
が
、
ま
だ
夢
の

よ
う
で
、
本
当
に
六
月
に
出
来
る
の
か
な
（
笑
）
と
い
う
感
じ
で
す

た
だ
一
つ
注
文
が
あ
り
ま
す
。
〃
足
″
の
問
題
で
す
。
三
宮
駅

を
基
点
と
す
る
な
ら
問
題
は
な
い
と
し
て
も
、
新
神
戸
駅
、
大
阪

国
際
空
港
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
空
港
か
ら
の
直
通
バ
ス
、

あ
る
い
は
今
あ
る
三
宮
・
箕
谷
間
の
バ
ス
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

ま
で
延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
願
わ
く
ぱ

神
戸
沖
に
空
港
が
欲
し
い
で
す
ね
。
泉
南
沖
と
は
別
に
あ
っ
て
も

１

７３
１
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癖鍵蕊蕊

蝋

蕊

織霞:識‘驚鵡
鍛蕊鍵

て
い
た
下
着
に
対
し
て
の
不
満
と
か
要
望
で
す
ね
。

そ
の
当
時
は
レ
ッ
グ
ニ
ッ
ト
と
シ
ョ
ー
ツ
の
七
点
し
か
ア
イ
テ

ム
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
や
ポ
デ
ィ
ー

ス
ー
ッ
が
欲
し
い
と
い
う
声
を
集
約
し
て
、
二
年
目
か
ら
シ
ャ
ル

レ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら

あ
く
ま
で
お
客
さ
ま
が
欲
し
い
と
お
っ
し
ゃ
る
も
の
だ
け
を
つ
く

っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
却
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
ね
。
お
客
さ
ま
の
生
の
声
を
商
品
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
終
始

一
貫
徹
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
新
し
い
商
品
を
つ
く
っ
て
も
売
れ
る
か
売
れ
な
い
か
の

心
配
は
な
い
ん
で
す
。
発
売
日
に
数
が
足
り
る
か
ど
う
か
と
言
う

こ
と
に
頭
が
痛
い
だ
け
で
す
（
笑
）
。

ｌ
顧
客
の
声
を
商
品
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
商
法
を
貫
ぬ
い
て

来
ら
れ
た
の
で
す
が
、
と
く
に
他
と
の
違
い
と
言
い
ま
す
と
…
。

林
一
つ
は
一
た
ん
市
場
に
出
し
た
商
品
は
何
年
間
も
出
し
つ
づ

け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
庭
の
主
婦
の
下
着
に
対
す
る
い
ろ
い

ろ
な
不
満
の
う
ち
、
大
き
な
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
試
着
を
し
な
い
と
絶
対
に
い
い
も

の
が
得
ら
れ
な
い
の
に
、
百
貨
店
や
専
門
店
で
は
試
着
室
は
あ
り

ま
す
が
裸
に
な
っ
て
試
着
す
る
環
境
に
な
い
わ
け
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
気
に
入
っ
た
商
品
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
市
場
か

ら
姿
を
消
し
て
い
る
。
な
ぜ
メ
ー
カ
ー
は
コ
ロ
コ
ロ
と
商
品
を
変

え
る
の
か
と
い
う
不
満
で
す
ね
。
だ
か
ら
私
ど
も
で
は
七
年
前
に

発
売
し
た
商
品
を
今
だ
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
同
じ
商
品
を
出
し

て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
生
産
の
合
理
化
が
出
来
て
人
件
費
や
材

料
費
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
吸
収
で
き
る
。
品
質
も
よ
く
な
っ
て

ｌ
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
と
い
う
独
白
の
販
売
方
法
の
女
性
下
着
メ

ー
カ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
創
立
は
い
つ
で
す
か
。

林
昭
和
五
十
年
七
月
か
ら
今
の
仕
事
を
始
め
た
の
で
す
が
、
元

均
は
繊
維
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
し
た
。
東
京
に
ホ
ー
ム
ケ
ア

ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
会
社
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
代
理
店
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
化
粧
品
と
か
家
庭
用
洗
濯
石
け
ん
な
ど
を

扱
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
き
に
た
ま
た
ま
知
り

合
い
に
下
着
を
販
売
し
て
い
る
者
が
お
り
ま
し
て
、
下
着
を
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
と
い
う
形
で
販
売
し
よ
う
と
い
う
話
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
ん
で
す
。
繊
維
の
経
験
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ホ
ー
ム
パ

ー
テ
ィ
の
方
法
は
知
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
最
初
は
知
り
合
い

か
ら
商
品
を
貰
っ
て
、
私
自
身
が
実
際
に
歩
き
回
り
ま
し
た
。

知
り
合
い
の
奥
様
の
所
へ
行
っ
て
、
商
品
を
見
せ
て
、
人
に
集

っ
て
貰
っ
て
と
い
う
こ
と
を
一
年
半
ほ
ど
や
っ
て
い
る
内
に
、
お

客
さ
ま
の
い
ろ
ん
な
声
が
返
っ
て
来
た
ん
で
す
ね
。
今
ま
で
使
っ 林雅晴㈱シャルレ社長

１
７４
１

シ
ヤ
ル
レ

独
自
の
販
売
方
法
で
急
成
長
を
つ
づ
け
る

●
明
Ｈ
の
神
戸
を
創
る
企
業
群
像
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来
る
。
他
の
メ
ー
カ
ー
は
多
品
種
少
量
が
殆
ん
ど
で
し
ょ
う
が
、

う
ち
の
場
合
は
少
品
種
大
量
生
産
で
す
。
そ
れ
を
今
だ
に
堅
持
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
と
徹
底
し
た
品
質
管
理
。
工
場
で
の
検
査
は
も
ち
ろ
ん
、

工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
て
シ
ャ
ル
レ
に
入
る
ま
で
に
特
別
に
つ
く
っ

た
シ
ャ
ル
レ
検
査
㈱
で
ま
た
検
査
を
す
る
。
普
通
な
ら
良
品
で
通

る
も
の
も
訪
問
販
売
の
場
合
は
出
し
ま
せ
ん
。
人
脈
に
よ
っ
て
販

売
し
ま
す
か
ら
扱
い
商
品
の
品
質
が
悪
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
今

ま
で
の
人
間
関
係
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。

ｌ
シ
ャ
ル
レ
は
会
員
制
度
に
よ
っ
て
急
成
長
し
て
来
た
の
で
す

が
、
ど
こ
に
成
功
の
原
因
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

林
こ
れ
は
結
果
論
で
す
が
、
家
庭
の
主
婦
層
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

し
て
来
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
シ
ャ
ル
レ
と
い
う
一
つ

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
が
目
的
を
以
っ
て
グ
ル
ー
プ

化
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
ど
も
の
場
合
、
販
売
す
る
人
の
教
育
・
指
導
に
は
一
一
つ
の
柱

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
商
品
知
識
と
販
売
方
法
な
ど
で
す
が
、
そ

れ
以
外
に
ま
っ
た
く
仕
事
に
関
係
の
な
い
一
般
教
養
的
な
勉
強
もシャルレ独自のホームパーティ

7５

や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
非
常
に
喜
ば
れ
る
。
毎
月
全
国
で

一
五
○
ほ
ど
の
会
場
で
勉
強
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全
国

で
百
万
人
の
会
員
が
い
ま
す
が
、
会
員
に
な
る
と
参
加
す
る
資
格

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
は
発
展
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
会
員
が
百
万
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
や

は
り
家
庭
の
主
婦
が
中
心
で
す
か
。

林
私
ど
も
は
、
な
る
ほ
ど
下
着
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
モ
ノ

を
売
る
と
い
う
集
団
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
文
化
を

売
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
。
で
す
か
ら
販
売
す
る
人
た
ち
の

層
も
厚
い
ん
で
す
。
家
庭
の
主
婦
だ
け
で
は
な
く
て
、
ス
ポ
ー
ツ

界
、
芸
能
界
あ
る
い
は
政
界
の
女
性
も
ど
ん
ど
ん
会
員
に
参
加
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
知
名
度
の
高
い
方
も
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま

す
し
、
そ
う
い
う
方
と
交
流
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
家
庭
の
主

婦
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
普
通
の
訪
問
販
売
と
は

違
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
点
が
よ
か
っ
た
の
じ
や
な
い
で
す
か
。

ｌ
具
体
的
に
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
簡

単
に
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

林
シ
ス
テ
ム
と
し
ま
し
て
は
、
シ
ャ
ル
レ
か
ら
代
理
店
、
代
理

店
か
ら
特
約
店
、
特
約
店
か
ら
会
員
へ
と
商
品
が
流
れ
ま
す
。
ホ

ー
ム
パ
ー
テ
ィ
を
実
際
に
主
催
す
る
人
は
代
理
店
な
り
特
約
店
が

中
心
な
ん
で
す
。
通
称
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
で
す
が
、
私
ど
も
で
は

試
着
会
と
言
っ
て
い
ま
す
。
三
十
分
ぐ
ら
い
が
試
着
会
で
、
あ
と

の
一
時
間
は
井
戸
端
会
議
で
す
。
そ
れ
が
ま
た
楽
し
い
ん
で
す
ね
。

そ
れ
で
気
に
入
っ
た
商
品
が
あ
れ
ば
後
で
お
届
け
し
ま
す
。

現
在
、
代
理
店
は
全
国
で
五
七
○
店
、
特
約
店
は
一
万
五
千
店
、

そ
し
て
そ
の
傘
下
の
会
員
が
す
で
に
百
万
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

ｌ
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
．

林
八
月
に
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に

新
社
屋
が
完
成
し
ま
す
が
、
私
は
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
全
国

を
リ
ー
ド
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー

カ
ー
と
し
て
今
後
も
頑
張
り
た
い
で
す
ね
。

口
株
式
会
社
シ
ャ
ル
レ

神
戸
市
中
央
区
磯
辺
通
一
丁
目
一
’
二
○
（
金
剛
ピ
ル
）

電
話
（
○
七
八
）
二
三
二
’
三
九
○
○
（
代
）
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地下１階は和洋菓子・ギフト食品
国の地るザカｆはギ美呉家用
で百上。とグ催フ術服具品
初貨１４ななル場卜、、、、
め店Ｆにっメ、、狸宝ユユ１０
てはましてプ１４１３Ｆ石ＦＦ
の全でるいうＦＦが、がＩま

肌さわり良いコットン

☆
友
情
を
超
え
る
ジ
バ
ン
シ
ィ
と
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

ヨ
ベ
ー
ル
の
釦
年
、
天
才
の
加
年
、
友
情
の
釦
年

若
い
加
年
、
彼
は
私
を
豊
か
な
才
能
の
中
に
包
み
こ

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ア
ー
チ
ス
ト
と
し
て
私
の
友
人

と
し
て
敬
意
を
表
す
る
こ
と
が
出
来
て
幸
せ
で
す
」

と
、
初
来
日
の
Ｏ
・
ヘ
ッ
プ
パ
ー
ン
は
〃
ジ
バ
ン
シ

ィ
訓
年
・
華
麗
な
モ
ー
ド
の
世
界
″
の
シ
ョ
ー
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
、
彼
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
ド
レ
ス
で
讃
美

Ｉ
。
二
人
は
抱
き
あ
っ
た
。
何
と
い
う
美
し
い
光
景

蕊# 耀謹鎖

毒
皿
蛤
群
牽
か

昨
展
望
を
必
ざ

噸
し
た
テ
ー
マ

ル
〃
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

封
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

トス
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ

ン
Ｅ
″
（
よ
り

ガ
個
性
的
に
）

型
維
識
鋤
鐸
へ

★
ミ
セ
ス
も
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
お
酒
落
に
強
く
な
っ
て

コ
ッ
ト
ン
や
シ
ワ
に
な
り
に
く
い
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

索
材
で
夏
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
４
月
２

試
み
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
連

日
二
十
万
人
の
大
盛
況
で
好
評
な
ス
タ
ー
ト
を
見
せ

た
。
ア
ク
テ
ィ
大
阪
は
、
Ｂ
３
、
Ｂ
４
が
駐
車
場
、

妬
Ｆ
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
、
妬
Ｆ
が
ワ
ー
ル
ド
レ

ス
ト
ラ
ン
、
岨
Ｆ
１
妬
Ｆ
が
大
阪
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
、
”
Ｆ
が
ト
ッ
プ
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
話

題
が
い
っ
ぱ
い
の
新
し
い
大
阪
の
顔
だ
。

☆
注
目
を
浴
び
て
オ
ー
プ
ン
、

ア
ク
テ
ィ
大
阪
、
大
丸
梅
田
店

〃
見
な
れ
た
日
常
が
、
見
巡
え
る
日
常
に
、
変
わ
る
〃

Ｔ
ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｙ
ｏ
Ｕ
ｌ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
４
月
幻
日
、
ア
ク
テ
ィ
大
阪
Ｂ
２
１
理
Ｆ
に

大
丸
梅
田
店
（
本
田
博
通
店
長
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

栂
成
は
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
は
食
料
品
、
１
Ｆ
１
６
Ｆ
が

紳
士
、
婦
人
物
衣
料
品
、
７
Ｆ
が
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ジ

ャ
ー
関
係
、
８
Ｆ
が
子
供
服
、
９
Ｆ
が
食
器
と
家
庭

１
７６
１

日
、
神
戸
大
丸
２
Ｆ
で
フ
ロ
ア
ー
シ
ョ
ー
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
ミ
セ
ス
に
人
気
の

高
い
花
井
幸
子
さ
ん
。
流
行
の
奇
を
て
ら
っ
た
デ
ザ

岸需写

蕊

Ｆ
』

ル市野木さんのニットの作品

扇
邑
邑
圏
冨
跨
鰯
星
国
邑
望
勘
宅
ｅ
胃

ジバンシィとヘップバーン

☆
ミ
セ
ス
の
体
型
を
カ
バ
ー
す
る
服
が
好
評

ニ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
市
野
木
江
充
子
さ
ん
と
ブ

テ
ィ
ッ
ク
腿
女
の
大
里
最
世
子
さ
ん
が
蝋
ス
プ
リ

ン
グ
＆
サ
マ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル

ド
・
ザ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
〃
を
３
月
”
Ｒ
、
北
野
町
の

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
で
催
し
た
。
紀
平
真

理
子
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会
で
始
ま
り
、
市
野
木
、
大

里
両
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
解
説
す

る
と
い
う
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。
市
野
木
さ
ん
の
作

出
た
、
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
と
フ
リ
ル
ブ
ラ
ウ
ス
の
組

み
合
わ
せ
が
新
鮮
で
、
素
材
は
や
は
り
デ
ザ
イ
ナ
ー

自
身
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
つ
け
て
き
た
上
質
の
も

の
が
使
わ
れ
て
い
る
。
顧
客
に
ミ
セ
ス
が
多
い
の
で

サ
イ
ズ
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
や
体
型
が
目
立
た

な
い
デ
ザ
イ
ン
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

イ
ン
で
は
な
く
、
シ
ン
プ
ル
で
ひ
と
味
述
っ
た
良
さ

が
あ
り
、
着
や
す
い
の
が
特
徴
だ
。
ミ
セ
ス
が
カ
ジ

ュ
ア
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
着
こ
な
す
た
必
の

ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ス
ー
ツ
、
釦
点
が
紹
介
さ
れ
、
司
会

者
に
よ
る
、
靴
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
小
物
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

観
客
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

Ｌ一

品
は
、
麻
や
シ
ル
ク
の
上
素
材
を
使
っ
た
シ
ン
プ
ル

で
お
し
ゃ
れ
っ
ぽ
い
の
が
魅
力
。
編
み
つ
放
し
の
デ

ザ
イ
ン
も
多
く
、
素
材
で
着
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

市
野
木
さ
ん
の
感
覚
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
大
里
さ

靴
て
い
る
匡
大
里
さ

ん
は
、
得
意

は
の
レ
ー
ス
使

奉
綜
却
癖
拷
掴
池

ブ
の
ン
に
発
揮
さ

』
郡
れ
た
。
色
調

シ
里
は
お
さ
え
、

．
大
大
人
の
女
性

の
雰
囲
気
が

☆
〃
よ
り
個
性
的
に
″
を
テ
ー
マ
に
Ｋ
Ｂ
唾
加
周
年

へ
ア
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
開
く

美
容
の
研
讃
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
調
年
の
高
度
経

済
成
長
の
さ
な
か
に
生
ま
れ
た
〃
神
戸
美
容
テ
ク
ニ

シ
ャ
ン
研
究
会
″
（
藤
金
ヤ
ス
子
会
長
／
兵
庫
区
大

淵
通
８
１
１
神
戸
美
容
専
門
学
院
事
務
局
）
が
、
４

月
溺
日
に
農
業
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
加
回
目
の

発
表
会
を
開
催
し
た
。

だ
ろ
う
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
二
人
の
人
間
同

士
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
出
会
い
が
、
友
情
を
超
え

て
昇
華
さ
れ
た
感
激
的
な
シ
ー
ン
と
な
っ
た
。
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
い
い
服
づ
く
り
に
か
け
る
ジ
バ
ン

シ
ィ
の
変
ら
ぬ
情
熱
を
感
じ
る
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ホ
ー
ル
で
の
公
演
は
、
４
月
〃
日
に
催
さ
れ
た
。

移
行
す
る
価
値
観
の
多
様
性
の
中
で
、
よ
り
個
性
的

な
生
活
、
よ
り
個
性
的
な
ヘ
ア
ー
を
探
ろ
う
と
い
う

姿
勢
。
第
１
部
は
ヘ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
よ
り
基

礎
的
な
テ
ク
ー
ー
ッ
ク
を
競
う
若
い
ヘ
ア
・
デ
ザ
イ
ナ

ー
達
の
登
竜
門
。

Ｋ
Ｂ
Ｔ
ｍ
年
の
あ
ゆ
み
の
ス
ラ
イ
ド
、
そ
し
て
ヘ

ァ
ー
シ
ョ
ー
は
モ
ダ
ン
か
ら
日
本
の
風
俗
ま
で
多
彩

に
。
シ
ゲ
ル
ヤ
マ
ザ
キ
さ
ん
の
ゲ
ス
ト
出
演
と
充
実

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
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※このシリーズはまさカラーの素敵な女性に毎月ご登場いただきます。
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■Ｔｑ

、
心
の
エ
レ
ガ
ン
ス
を
味
と
香
り
に
こ
め
て

■
シ
エ
・
ラ
・
メ
ー
ル
に
し
む
ら
六
月
の
椅
子

「
黒
蒔
紅
梅
」
・
シ
ェ
・
ラ
・
メ
ー
ル
に
し
む
ら
に
朱
子
の
帯
と
見
ま
ど
う
優
雅
な
敷
皿
が
お
目
見
得
し
ま

し
た
。
こ
の
あ
で
や
か
な
敷
皿
は
大
倉
陶
園
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
前
田
一
馬
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
百
木
春
夫

社
長
が
お
す
す
め
の
食
器
で
す
。
「
日
本
料
理
を
召
し
あ
が
っ
た
時
は
、
器
が
話
題
に
な
る
の
に
西
洋
料
理

で
は
少
な
い
の
で
す
。
食
卓
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
食
器
を
創
り
た
い
、
そ
れ
も
メ
イ
ド

・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
誇
れ
る
も
の
を
と
い
う
願
い
が
実
っ
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
の
敷
皿
は
、
や
や
大
ぶ

り
に
と
の
川
瀬
オ
ー
ナ
ー
の
お
好
み
で
出
来
上
っ
た
も
の
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
〃
美
味

し
い
マ
マ
の
味
〃
よ
せ
ら
れ
た
言
葉
は
、
こ
の
お
店
の
す
み
ず
み
に
行
き
わ
た
っ
た
川
瀬
オ
ー
ナ
ー
の
心

遣
い
で
し
ょ
う
か
…
。
」

〈
右
か
ら
百
木
春
夫
、
川
瀬
喜
代
子
、
前
田
一
馬
、
シ
エ
フ
・
石
川
辰
雄
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
〉

一
占
師

ノ

一－二二＝＝一』
』 ＰＰ

■。

閏 一
幸
畦
》

金

、

、1 F 会員制宮水ＣＯＦＦＥＥの

仁乙とも?召靭那串源
シエ・ラ・メールにしむら

尋
割

’

ＥＯ凹止＆与込Ｂ－与才＝ ｡ '

2 Fフランス料理ｼ ｪ ･ ﾗ ･メールにしむら１１: 3 0 A M ~ 2 Z O C P M 5 : 0 O P M ~ 9 : 3 O P M ( ｵ ｰ宍ストップ）

第１．３月Ⅱ湛休
( レストランは会員以外の方にもご利用いただけます）
〒6 5 O 神戸市中央区山本通2 丁目１番2 0 号壷0 7 8 ( 2 4 2 ) 2 4 6 7

』

9 琴憲
～角

－Jリ

宮水ＣＯＦＦＥＥの
にしむら劫ﾛ 誹店
日中山手本店く中山手１丁目〉
ＴＥＬ, 2 2 1 - 1 8 7 2８: 3 0 A M - 1 1 : 0 0ＰＭ
Ｈ三宮店個塞宮駅山側ﾘｰﾝｼﾔポー ﾙ１F,2F）
ＴＥＬ, 2 4 1 - 2 7 7 7８: O O A M - 1 1 : O 0 P N
■センター街店く三宮センター街〉
ＴＥＬ､ 3 9 1 - 0 6 6 9 １０: O O A M - 1 0 : ００剛
■芦屋店く阪神芦屋駅浜側〉
ＴＥＬ,0797-31-05808:OOAM-10:00ＦＭ
画石屋川店く阪神石屋川駅浜側〉
ＴＥＬ, 8 4 1 - 0 7 6 3 ８: O O A M - 1 0 : O 0 R M

『
常
晩
鐘

蝋'
ら

秀
一
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シ
チ
ラ
・
〆
‐
ル
に
し
む
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
敷
蝿
「
黒
蒔
紅
椿
」
（
大
倉
陶
園
特
製
）
’
一
四
六
○
度
の
高
温
度
で
焼
き
あ
げ

た
白
磁
に
、
漆
蒔
絵
の
技
法
を
用
い
て
黒
地
背
景
を
作
り
「
ぼ
か
し
蒔
」
に
よ
り
幻
想
的
な
椿
花
を
表
現
し
八
○
○
度
に
て
焼
付

け
た
感
、
技
共
に
類
例
を
見
な
い
純
日
本
的
な
作
品
で
あ
る
。
（
解
説
／
大
倉
陶
園
デ
ザ
イ
ナ
ー
前
田
一
馬
）

、

／
Ｉ
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〆

、

S ＵＭＭＥＲＧｌＦＴ

ゆとりから生まれる
タオルファッション

、

タオルファッションを語る

ノ1 1 村浩子さん

最近はカラフルなタオルが増えま
したから、例えばバスやトイレの
壁紙とかバスマットなどとのカラ
ーコーディネイトが楽しめますね。
元々タオルは実用品で飾り物では
ないので、たくさん用意をして、
常に清潔なタオルを使うことが大
切です。お客さまが多いときには
小さなタオルを幾枚も手拭きとし
て準備するというような心使いが
生活に潤いを与えると思います。

淘永兼' 古ぺj L L f 邑一職式会亜
神戸市中央区三宮町1 丁目9 - 1 - 8 0 7

センタープラザ東館8 Ｆ
ＴＥＬ（078）39 2 - 2 1 0 1

☆元町店

…呼蕊篭
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韓耐1 脚

／
お部室に個性を飾ってみませんか 画

廊
錦

ギ
ャ
ラ
リ
ー

白
井
啓
一
店
長

店頭の「たった一枚の絵から」の看板が、訪
ずれる人を優しく迎えてくれる。この地で既に
１０年。３階にあるゆったりしたスペースの画廊
は各界の人に利用されています。最近の風潮を

L －－－反映して、若い女性を対象とした絵も進んで取 libリ
ア
ｚ
ｐ

り入れ、今以上に客層を広げていこうという白
井店長の意気込みが画廊全体に感じられました。

『
』
｢幕
溌』★キャつり一・」１名】・つへ★キャつり一・」１名】・つへ

牙

…2雲(雲当逗ﾘｰ互菩Ｅ７壁雲Ｉ山剛’｜|…,-…、-77ノ
【‐‐！…誤懸 , ，剛…丁］

県庁一一一一禰司一ｌ ｌｗ, ’’！生田神社Ａ』 ｜淵…『妊英専堂画面

芽ヤラリーガィ侭 ギャラリー祥戸畷代★
ＮＨＫ

碁9 鷺：中山手珊Ｒｊ
ｌ１生田神社ｊＩｉｒＩ機■

’槻綱可3 丁扇
彊碁□9

J ！妊英専堂画

霊雪鐸亨i二護憲鎧；
★
束１串戸ダイヤモント
凹一キャ与り－☆

寺』ラリータヒェス寺』ラリータヒェ

園ご扇
ニ
ヨ
誌

■ＥＲＹ 韓耐1 脚

ひ
こ
ば
え

一卜画; 面

ﾄ Ｈ－ﾄ ﾄ ﾄ Ｈ÷唯舞一Ｈ＋Ｈ一←H ＋Ｈ－淵 f 諦引調÷片十ﾄ ［阪急三宜駅］鐸浮ﾄ ﾄ ﾄ 珪捨ﾄ Ｈ巴■: 面ゆ訂ｙｐｐＢｐＤｃ、ｐｃ

1 毒一一副蕨瀦”’= - = －雲- - ー－－
”'馴

卿

☆蒸篭胃
★★ギャラリーハルハローレ．

【*謡'0蕊誰線雛騒…患…ｂ‘

ー＝＝■■ ■■■■’三ノ宮択ｌ＝’

雇冒ﾛ竃票羅蕊簿塞蕊ヨ塞露禦画震需
吾
Ｊ★

Ｐ

弓守守

告か ~ ﾉ ﾅ ' 剣＝１★画廊翻
彦一－－画～梨

１１
鶴一彦画廊

〃、ローレ

淵～５有田銘窯作家展
1 4 ～１９親和女子大学

陶芸研究部展
2 1 ～２６はだ工房染と

革工芸教室展
2 8 ～７５府川晃木工展

書廊 画廊錦蕊 ギャラリー S A L O N ＆G A L L E R Y （北野坂） ジョイント

神戸時代あじさい ギ､ ヤラリー

島本直子作品展

4/28～5/ 3１
魂～５ローランサン祭り 常設展1 3 ～１８山本万司洋画展

神戸市中央区中山手通1 丁目
2 3 - 1 0 モンシャトーコトブキ
ピルＩＦ冠(078)242-3567
喫茶( 副士日休・スナック( 夜) 日曜休

神戸市中央区三宮町１丁目
６－３（パレツクス東隣）
、雪(078)391-4137月曜休

神戸市中央区三宮町１丁目
５－３０三宮センター街
念（078)331-1721-3水曜休

神戸市中央区三宮町１丁目
8 - 1 - 3 Ｏ５さんプラザ３Ｆ
ａ(078)331-1639.1067日曜休

神戸市中央区三宮町１丁目
６－１８ジョイント３Ｆ
念（078)331-2046 ノ
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